
米ウィスコンシン州使節団が来訪！
　千葉県と姉妹交流を行っている米ウィス
コンシン州から、茂原市へ文化芸術使節団
が来訪しました。
　使節団のみなさんは華やかな衣装でダン
スを披露し、フォークダンスや阿波おどりな
どを体験。お互いの伝統文化を肌で感じて
いました。
　また、市内の学校を訪問したり、草木染
め体験をし、市民との交流を楽しみました。

市の花
コスモス

市の木
つつじ

（S45.11.10指定）

（H9.10.20指定）

広報

No.997 2016年（平成28年）

11
1日号

【人口と世帯数】平成28年10月1日現在
（うち外国人住民）
●総人口91,033人（1,033人）
●　男　44,922人（308人）
●　女　46,111人（725人）
●世帯数39,750世帯
　　　　　※外国人住民の世帯を含む

【９月中の動き】※外国人住民を含む
●転入　235人　●転出　205人
●出生　 38人　●死亡　　　92人

◆市の財政状況をお知らせします（Ｐ２～４）
◆茂原市公共施設等総合管理計画を策定しました（Ｐ６）
◆11月は「ちば国保月間です」！（Ｐ７）

今月の日曜開庁 11月27日㊐ 8時30分〜17時15分

市 民 課（2階）　☎（20）1502
市民税課（2階）　☎（20）1577
収 税 課（2階）　☎（20）1578

　 本納支所　　　　☎（34）2111
証明書等交付時間を延長 毎週水曜日 19時まで  市 民 課（2階）　☎（20）1502

※一部取り扱えない業務もありますので、くわしくはお問い合わせください

ホストファミリーと一緒に
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平成27年度　決　算

市の財政状況をお知らせします ※1万円単位で端数処理しています。

　市では、「上半期」「下半期」「決算」の3回に分けて財政事情を公表しています。
今回は、平成27年度の決算状況をお知らせします。平成28年度上半期（4月～
9月）の財政状況は、12月1日号でお知らせする予定です。

財政課（４階）
☎（20）1 5 1 7
Ｆ（20）1 6 0 3

問
合
せ

一般会計　
決算の概要

　市の一般会計は、平成27年度最終予算額312億737万円に対して歳出の総
額は299億3,571万円となり、平成26年度決算額293億7,602万円と比べ、1.9％
増加しました。また平成27年度の歳入は312億4,405万円となり、歳入から
歳出を差し引いた形式収支は13億834万円、翌年度へ繰り越すべき財源など
を除いた実質収支は9億7,170万円となりました。

その他特定財源
17億2,996万円5.5%
市債
33億4,140万円10.7%
諸収入
12億9,816万円
4.2%

その他一般財源
6億5,924万円2.1%
地方消費税交付金
16億8,912万円5.4%

農林水産業費
11億8,597万円4.0%

その他
3億341万円1.0%

地方交付税
25億2,961万円8.1%

衛生費
25億5,196万円8.5%

歳 入
312億4,405
万円国庫支出金

48億4,319万円
15.5%

県支出金
16億2,317万円

5.2%

特
定
財
源

一
般
財
源

歳 出
299億3,571
万円

民生費
103億4,623万円

34.6%

公債費
36億4,403万円

12.2%

教育費
37億3,413万円

12.5%
消防費

12億3,473万円
4.1%
土木費

22億8,252万円
7.6%
商工費

13億4,288万円
4.5%

総務費
33億985万円
11.0%市税

135億3,020万円
43.3%

その他

公債費

教育費

消防費

土木費

商工費

農林　　
水産業費

衛生費

民生費

総務費

■平成26年度 ■平成27年度歳出前年度比較
27億4,132万円
33億　985万円

26億6,788万円
25億5,196万円

4億9,767万円
11億8,597万円

11億4,744万円
13億4,288万円

20億6,259万円
22億8,252万円

12億1,894万円
12億3,473万円

52億7,751万円
37億3,413万円

35億6,500万円
36億4,403万円

3億1,967万円
3億　341万円

98億7,800万円
103億4,623万円

【歳　入】
・歳入総額：312億4,405万円（前年度に対し＋6億4,778万円、＋2.1%）

市 税 皆さんに納めていただいた税金 評価替え等による、家屋にかかる固定資産税の減等により、1億425万円減少しまし
た。

地方消費税交付金 県税の地方消費税が市に交付
されるもの

平成26年度からの消費増税による引上げ分が平年度化したことに伴い、6億2,655万
円増加しました。

地方交付税 国税の一部から、市の財政状
況に応じて交付されるもの

人口減少対策等の需要額増等による普通交付税の増等により、2億56万円増加しま
した。

国庫支出金 国からの負担金や補助金など 臨時福祉給付金・年金生活者等支援給付金給付事業費補助金の増等により、4億
5,692万円増加しました。

県支出金 県からの負担金や補助金など プレミアム付商品券市町村交付金の交付等により、1億3,024万円増加しました。

市 債 国や銀行などからの借入金 小学校・中学校耐震補強事業の減に伴う義務教育施設債の減等により、3億5,760万
円減少しました。

【歳　出】
・歳出総額：299億3,571万円（前年度に対し＋5億5,969万円、＋1.9%）

総 務 費 市役所の全般的な経費 財政調整基金積立金の増等により、5億6,853万円増加しました。

民 生 費 社会福祉・児童福祉などの経費 総合市民センター耐震改修工事等に伴う地域福祉センター整備事業の増、国民健
康保険事業特別会計繰出金の増等により、4億6,823万円増加しました。

衛 生 費 保健福祉・ごみ処理などの経費 長生郡市広域市町村圏組合への負担金（病院事業、清掃事業、衛生事業）の減等
により、1億1,593万円減少しました。

土 木 費 道路・公園・橋・河川の整備な
どの経費 （仮称）茂原長柄スマートＩＣ設置事業の増等により、2億1,993万円増加しました。

教 育 費 小中学校、幼稚園の整備などの
経費

小学校・中学校の耐震補強工事費の減等による施設整備事業の減等により、15億
4,338万円減少しました。

公 債 費 借入金の返済金 第三セクター等改革推進債繰上償還分の増等による償還元金の増等により、7,903
万円増加しました。
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用
語
の
解
説

・一般財源と特定財源
　市税や地方交付税など使い道が特定されない財源
を一般財源といいます。
　それに対して、国・県支出金や市債など、使い道
が特定されている財源を特定財源といいます。
・市債
　施設の建設や土木工事を行うための資金を調達す
るために行う国や銀行からのお金の借り入れのこと。
・債務負担行為
　将来の支払義務に対応するため、あらかじめ後年
度の支払い期間と額を約束すること。

特別会計

会　計　名
歳入決算額

歳入歳出差引
歳出決算額

国民健康保険事業費
135億3,437万円

9億4,581万円
125億8,856万円

下 水 道 事 業 費
16億4,067万円

1億4,600万円
14億9,467万円

農業集落排水事業費
3億9,128万円

2,651万円
3億6,477万円

駐 車 場 事 業 費
9,113万円

294万円
8,819万円

介 護 保 険 事 業 費
63億1,584万円

1億9,195万円
61億2,389万円

後期高齢者医療事業費
9億3,409万円

2,227万円
9億1,182万円

合　　計
229億 738万円

13億3,548万円
215億7,190万円

市債の状況
区　分 平成27年度末残高

総 務 債 127億6,845万円
民 生 債 2億1,947万円
衛 生 債 9億9,290万円
農 林 水 産 業 債 7億8,157万円
商 工 債 8,970万円
土 木 債 47億8,122万円
教 育 債 45億8,557万円
災 害 復 旧 債 1,085万円
減 収 補 て ん 債 2億7,076万円
減 税 補 て ん 債 7億 252万円
臨時税収補てん債 5,553万円
諸 支 出 債 4,591万円
臨 時 財 政 対 策 債 150億6,122万円

一般会計合計 403億6,567万円
下 水 道 事 業 債 82億6,308万円
駐車場整備事業債 2億6,585万円

特別会計合計 85億2,893万円
総　　計 488億9,460万円

債務負担行為の状況
区　分 平成27年度末残高

一 般 会 計 13億 785万円
福 祉 セ ン タ ー の 
管 理 運 営 委 託 に 
係るもの

5億 4,928万円

図書館の管理委託 
に係るもの 2億 4,092万円

自転車駐車場の業
務委託に係るもの 6,872万円

その他 4億4,893万円
特 別 会 計 −

合　　計 13億 785万円

市の財産
土　　　地 156万9,293㎡
建　　　物 22万8,712㎡
車　　　両 97台
基　　　金 63億7,706万円
出　資　金 48億2,511万円
債　　　権 4億3,737万円

旧茂原市土地開発公社の解散時に活用した
� 第三セクター等改革推進債の状況
借入総額（平成24年10月） 13,089,400,000円 （Ａ）

平成26年度までに償還した元金 1,028,210,156円 （Ｂ）

上記に係る利子 505,212,096円

平成26年度末　残高（元金） （Ａ）−（Ｂ） 12,061,189,844円 （Ｃ）

平成27年度中に償還した元金 492,770,091円 （Ｄ）

上記に係る利子 194,160,485円

平成27年度末　残高（元金） （Ｃ）−（Ｄ） 11,568,419,753円

旧茂原市土地開発公社から市に代物弁済された土地等からの収入の状況
平成26年度までの旧土地開発公社代物弁済の土地収入合計 108,086,269円

平成27年度中の土地売払収入 33,132,832円

平成27年度中の土地貸付収入等 15,114,126円

累　　　計 156,333,227円

※収入は全て第三セクター等改革推進債の償還財源として減債基金へ積立て、繰上償還の財源としています。

市税の内訳

項　目 平成27年度収入額 市民1人当たりの
市税負担額

市　民　税 55億 7,449万円 61,206円
固定資産税 65億 4,013万円 71,808円
市たばこ税 7億 6,077万円 8,353円
都市計画税 4億 5,052万円 4,947円
その他の税 2億 429万円 2,243円

合　計 135億 3,020万円 148,557円
人口　91,078人（平成28年３月31日現在）



4

健全化判断比率と将来負担額
健全化判断比率および資金不足比率
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、健全化判断比率（4つの財政指標）および公営企業の資金不足比
率について算定し公表します。
　比率が早期健全化基準（経営健全化基準）以上になった場合には、議決を伴う財政健全化計画策定や外部監査の要求の義
務付けなどとともに、自主的な改善努力による財政健全化が求められます。また、財政再生基準以上となった場合には、国
等の関与の下で財政再建を図ることとされています。
　平成27年度決算に基づく市の比率は、いずれも基準を下回っています。

平成27年度決算 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率
　一般会計などにおける赤字額の大きさを示す。 −   12.58 20.00

連結実質赤字比率
　市の全会計における赤字額合計の大きさを示す。 −   17.58 30.00

実質公債費比率
　茂原市や一部事務組合が負担する地方債の返済額である公債
費およびこれに準ずるものの当該年度の額が、市の標準的な収
入に対してどのくらいの割合になるかを表す。

  10.7   25.0 35.0

将来負担比率
　茂原市や一部事務組合等が将来負担すべき実質的な債務が、
市の標準的な収入に対してどのくらいの割合になるかを表す。

120.3 350.0

資金不足比率
　公営企業ごとの資金不足額 

（赤字額）の大きさを示す。

平成27年度決算 経営健全化基準
下水道事業会計 −   20.0
農業集落排水事業会計 −   20.0

将来負担比率の算定方法による茂原市の将来負担額
区　　　分 平成27年度 平成26年度 増減額

一般会計等の地方債残高 403億6,567万円 402億4,092万円 1億2,475万円
公債費に準ずる債務負担行為の支出予定額 40万円 △40万円
特別会計の地方債残高に対する繰入見込額 ① 46億4,602万円 46億4,147万円 455万円
一部事務組合の地方債残高に対する繰入見込額 ② 22億8,325万円 23億2,754万円 △4,429万円

長生郡市広域市町村圏組合 22億7,961万円 23億1,933万円 △3,972万円
九十九里地域水道企業団 364万円 821万円 △457万円

職員の退職手当負担見込額 ③ 71億5,428万円 84億6,432万円 △13億1,004万円
設立法人等に対する負担見込額 ④ 528万円 528万円

合　　　計 544億5,450万円 556億7,465万円 △12億2,015万円
①過去の実績により、特別会計の使用料収入などを充てることができると見込まれる額が除かれます。
②過去の実績により、一部事務組合の使用料収入などを充てることができると見込まれる額が除かれます。
③全職員が年度末で退職したと仮定した場合に見込まれる退職手当の額が算入されます。
④茂原市の場合、 中小企業融資制度に基づく今後の損失補償見込額が算入されます。

15歳～39歳の就職活動中の皆さんへ
ジョブカフェちばの「自己PRセミナーin茂原」

市では、「自己PRに苦手意識がある」、「自己PRの書き方がわからない」、「魅力的な自己PRとは何か」と
お悩みの方に、「自己PRの必要性と作成ポイント」や「自己PRのネタ探し」を解説し、実際に自己PRを作
成する実践的なセミナーを開催します。セミナー終了後、お一人10分程度のキャリアカウンセラーによる
「ちょこっと相談」（８人まで）も利用できます。ぜひご参加ください！

◆日時　11月22日㊋　13時～15時30分
　　　　（受付12時30分～12時50分）
◆対象　就職を希望している15歳～39歳までの方
◆場所　市役所市民室

◆定員　20人（予約制・先着順）
◆費用　無料
◆申込　11月15日㊋までに電話で

お申し込みください。

お申し込み・お問い合わせは、商工観光課（６階）　☎（20）1528、Ｆ（20）1604へ。

問
合
せ

財政課（４階）
☎（20）1517
Ｆ（20）1603
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８
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「市長と話し合う会」を 
開催します

参加を希望される方は、直接会場
にお越しください。
事前のご意見・ご要望などの受け
付けは締め切りましたが、当日の進
行状況次第で、お時間があれば、質
問等ができます。

◆開催日時　
　11月13日㊐　
　13時30分～16時30分
◆開催場所　
　市役所市民室

お問い合わせは、秘書広報課（３階）
☎（20）1512、Ｆ（20）1601へ。

No.84

大
規
模
災
害
時
の
医
療
救
護
体
制
に
つ
い
て

今
回
は
、
先
日
行
わ
れ
た
自
治

会
長
連
合
会
と
の
意
見
交
換
会

で
も
質
問
の
あ
っ
た
「
大
規
模
災

害
時
の
医
療
救
護
体
制
」
に
つ
い

て
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

従
来
、
災
害
発
生
後
の
急
性

期
（
72
時
間
以
内
）
に
設
置
す

る
救
護
所
は
「
市
が
避
難
所
の

一
角
な
ど
に
設
置
し
、
そ
こ
へ
医

師
会
の
救
護
班
（
開
業
の
医
師
・

看
護
師
）
に
来
て
い
た
だ
き
、
重

症
度
の
選
別
や
、
軽
症
者
へ
の

処
置
等
を
行
っ
て
も
ら
う
」
と

い
う
も
の
で
、
全
国
の
ほ
と
ん
ど

の
市
町
村
が
こ
の
よ
う
な
体
制

を
と
っ
て
お
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
近
年
相
次
ぐ
大

規
模
災
害
で
は
「
負
傷
者
は
、

医
療
機
関
に
殺
到
し
、
避
難
所

等
に
救
護
所
が
設
置
さ
れ
る
ま

で
待
っ
て
い
ら
れ
な
い
」「
医
療
資

機
材
の
ほ
と
ん
ど
な
い
救
護
所

で
負
傷
者
を
診
る
よ
り
、
そ
れ

ら
が
そ
ろ
っ
て
い
る
医
療
機
関
で

診
た
ほ
う
が
は
る
か
に
効
率
的
」

「
甚
大
な
被
害
の
出
た
大
規
模
災

害
で
は
、
地
元
医
師
会
は
短
時

間
で
医
師
等
を
救
護
所
へ
派
遣

で
き
な
い
」
と
い
う
実
態
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
茂
原
市
と
長
生
郡

の
町
村
で
は
、
長
生
郡
市
広
域
市

町
村
圏
組
合
と
共
に
、
医
師
会
や

長
生
病
院
と
の
検
討
会
を
開
催

し
、
新
た
な
医
療
救
護
体
制
の
構

築
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
内
容
は
「
急
性
期
、
市

町
村
は
、
避
難
所
等
に
救
護
所

を
設
置
せ
ず
、
長
生
郡
市
の
主

要
な
外
科
系
救
急
病
院
（
公
立

長
生
病
院
・
宍
倉
病
院
・
塩
田

記
念
病
院
）
を
広
域
医
療
救
護

所
と
し
て
指
定
す
る
」「
指
定
さ

れ
た
病
院
で
は
、
通
常
の
外
来
診

療
を
中
止
し
、
屋
外
テ
ン
ト
等

で
重
症
度
の
選
別
や
軽
症
者
へ
の

処
置
や
さ
ら
に
重
傷
な
方
の
応

急
処
置
を
行
い
、
被
災
地
外
の

病
院
へ
の
適
切
な
搬
送
を
行
う
」

「
市
町
村
は
、
広
域
医
療
救
護
所

へ
職
員
を
派
遣
す
る
」「
広
域
医

療
救
護
所
以
外
の
医
療
機
関
は
、

可
能
な
範
囲
で
軽
症
者
の
治
療

に
あ
た
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

本
格
始
動
に
は
、
ま
だ
乗
り

越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
壁
が

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
準
備

は
着
実
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

長
生
郡
市
で
は
、
救
急
車
が

予
備
車
輌
を
含
め
て
９
台
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
、
通
常
の
救

急
需
要
に
対
応
す
る
た
め
の
台

数
で
、
大
規
模
災
害
時
に
は
、

供
給
を
大
幅
に
超
え
る
要
請
が

殺
到
す
る
た
め
「
救
急
車
を
呼

ん
で
も
全
く
来
な
い
」
と
い
う

状
況
が
充
分
起
こ
り
得
ま
す
。

当
地
域
で
被
害
想
定
が
一
番

大
き
い
東
京
湾
北
部
地
震
で
は
、

長
生
郡
市
で
死
傷
者
７
６
２
名

に
の
ぼ
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
地
域
の
救
急
車
や
医
療
機

関
だ
け
で
は
、
こ
の
数
に
到
底

対
応
で
き
ま
せ
ん
。

当
然
、
地
域
外
か
ら
の
支
援

に
も
頼
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

ま
ず
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

「
家
具
の
下
敷
き
に
な
ら
な
い
」

「
家
の
下
敷
き
に
な
ら
な
い
（
可

能
な
限
り
２
階
で
寝
る
）」「
ガ
ラ

ス
等
で
足
を
負
傷
し
な
い
」
な
ど

の
減
災
対
策
を
心
掛
け
「
負
傷

者
を
出
さ
な
い
地
域
」
と
な
る
よ

う
日
々
備
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。



6

茂原市公共施設等総合管理計画を策定しました
市では、高度経済成長期からの急激な社会の変化や人口増加に伴い、小・中学校をはじめ、多くの公共
施設を整備してきました。これらの施設の多くは、建築して30年以上経過しています。また、人口減少
や少子高齢化に伴い、税収等の大幅な好転が見込めないことや、公共施設の利用需要が変化していくこと
が見込まれています。
これらのことから、公共施設全体の状況を把握し、長期的視点から更新・統廃合・長寿命化などを計画
的に行うことにより、財政負担の軽減・平準化や公共施設等の最適な配置を実現するため、「茂原市公共施
設等総合管理計画」を策定しました。

◆計画期間　15年間（平成28年度から平成42年度）
◆対象施設　公有財産にあたる、「公共建築物」を中心に「インフラ施設」を含めた全ての公共施設

◆施設総量の目標
茂原市が保有する公共施設は、100施設あり、延床面積の合計は約23万４千㎡となっています。適正な
維持管理と保有量を目指し、『基本方針』を基に『実施方針』を継続的に取り組み、15年間で延床面積を
13％削減する目標を掲げました。

経過年数別の施設数

35

30

25

20

15

10

5

0
40
年
以
上

35
〜
39
年

※茂原市公共施設白書抜粋（Ｈ26 年１月現在）

30
〜
34
年

25
〜
29
年

20
〜
24
年

15
〜
19
年

10
〜
14
年

10
年
未
満

32

12

19

7
9

13

44

（施設数）

公共施設等の管理に関する
【基本方針】

公共施設等の管理に関する
【実施方針】

（1）点検・診断等の実施方針

（2）維持管理・修繕・更新等の実施方針

（3）安全確保と耐震化の実施方針

（4）長寿命化の実施方針

（5）統合や廃止の推進方針

（6）総合的かつ計画的な管理を実現する
ための推進体制

①施設総量の適正化
・公共施設等のあり方や必要性について、人口推移や財政
状況、市民ニーズを考慮し、施設総量の適正化を図ります。

②長寿命化の推進
・財政負担の平準化を図るため、計画的な維持保全を行い、
長寿命化を推進します。

③管理運営の最適化
・適切な維持管理と効率的な運営により、公共サービスの
向上と経費節減に努めます。

④インフラ施設の維持管理における最適化
・市民生活や社会経済活動などへの影響が大きいことから、
縮減することは難しいため、適正な維持管理を行います。

施設総量の目標：今後15年間で延床面積を13％削減

お問い合わせは、経営改革課（４階）　☎（20）1702、Ｆ（20）1602へ。
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は
じ
め
ま
し
ょ
う
！�

�

介
護
予
防

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く�

�

こ
の
街
で

市
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域

で
取
り
組
む
介
護
予
防
を
す
す
め

て
い
ま
す
。

◆
日
時　
11
月
15
日
㊋

13
時
15
分
～
16
時（
13
時
開
場
）

◆
場
所　
市
役
所
市
民
室

◆
対
象
者　
市
内
在
住
在
勤
者

�

（
要
事
前
申
込
）

◆
定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

◆
参
加
費　
無
料

◆
演
題　
第
３
回
介
護
予
防
講
演

会
２
０
１
６
～
認
知
症
を
知

り
、
共
に
生
き
る
～

◆
内
容　
①
市
民
と
協
働
で
す
す

め
る
介
護
予
防
と
生
き
が
い
づ

く
り
②
市
民
と
行
政
が
協
働
し

た
介
護
予
防
活
動
③
茂
原
で
活

動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
紹
介

◆
講
師　
①
浦
安
市
猫ね
こ
ざ
ね実
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
②
浦
安
介
護

予
防
ア
カ
デ
ミ
ア
③
介
護
度
重

度
化
防
止
推
進
員
ほ
か

お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
２
階
）

☎
⒇
１
５
８
３
、Ｆ
�
６
７
８
８
へ
。

が
柔
道
整
復
師
に
国
民
健
康
保
険

へ
の
請
求
を
委
任
す
る
書
類
で

す
。
委
任
欄
に
記
入
す
る
場
合

は
、
傷
病
名
・
日
数
・
金
額
等
を

よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
白
紙
の

用
紙
に
サ
イ
ン
を
し
た
り
、
印
鑑

を
渡
し
て
し
ま
う
の
は
、
間
違
い

に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

③
領
収
証
を
必
ず
も
ら
い
ま
し
ょ
う

領
収
証
は
、
医
療
費
控
除
を
受

け
る
際
に
も
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
大
事
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
か
ら
年
３
回
送
付
す
る

「
医
療
費
通
知
」
で
金
額
・
日
数

の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

④
治
療
が
長
引
く
場
合
は
医
師
の

診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

長
期
間
施
術
を
受
け
て
も
快
方

に
向
か
わ
な
い
場
合
は
、
内
科
的

要
因
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
一

度
医
師
の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

国
保
年
金
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
３
、Ｆ
⒇
１
６
０
０
へ
。

◆
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

・
日
常
生
活
か
ら
く
る
単
な
る
肩

こ
り
・
疲
労
・
筋
肉
疲
労
・
筋

肉
痛
・
腰
痛
・
体
調
不
良

・
捻
挫
や
打
撲
が
治
っ
た
後
の

マ
ッ
サ
ー
ジ
代
わ
り
の
利
用

・
病
気
（
神
経
痛
・
リ
ウ
マ
チ
・

五
十
肩
・
関
節
炎
・
ヘ
ル
ニ
ア

な
ど
）
か
ら
く
る
痛
み
や
こ
り

・
症
状
の
改
善
の
見
ら
れ
な
い
長

期
の
施
術

・
医
師
の
同
意
の
な
い
骨
折
や
脱

臼
の
施
術
（
応
急
処
置
を
除
く
）

・
仕
事
中
や
通
勤
途
中
に
起
き
た

負
傷
（
労
働
災
害
適
用
が
原

則
）
な
ど

◆
施
術
を
受
け
る
と
き
の
注
意
点

①
負
傷
原
因
を
正
し
く
伝
え
ま

し
ょ
う

何
が
原
因
で
負
傷
し
た
の
か
を

き
ち
ん
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
負
傷

原
因
が
労
働
災
害
に
該
当
す
る
場

合
は
、
保
険
診
療
の
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
負
傷
原
因
が
交

通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為
に
よ

る
場
合
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

②
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
支
給
申

請
書
の
内
容
を
よ
く
確
認
し
、

必
ず
自
分
で
記
入
し
ま
し
ょ
う

「
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
支
給

申
請
書
」
は
、
施
術
を
受
け
た
方

市
で
は
、
医
療
費
の
適
正
化
を

図
る
上
で
、
施
術
内
容
と
請
求
内

容
が
一
致
し
て
い
る
か
を
確
認
す

る
た
め
、
対
象
の
方
に
負
傷
原
因

等
の
受
診
照
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
日
頃
か
ら
受
診
日
の
記
録
や

領
収
書
な
ど
を
保
管
し
て
い
た
だ

き
、
照
会
が
あ
っ
た
場
合
は
ご
自

身
で
ご
記
入
の
上
、
回
答
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
受

診
照
会
は
専
門
業
者
に
委
託
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
委
託
先

㈱
大
正
オ
ー
デ
ィ
ッ
ト　

健
康
保
険
事
務
セ
ン
タ
ー

◆
対
象
と
な
る
場
合

・
骨
折
、
脱
臼
、
打
撲
、
捻
挫
、

挫
傷
（
肉
離
れ
）
の
施
術
を
受

け
た
と
き

※
骨
折
お
よ
び
脱
臼
に
つ
い
て

は
、
緊
急
の
手
当
の
場
合
を
除

き
、
あ
ら
か
じ
め
医
師
の
同
意

を
得
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

■

医
療
費
の
適
正
化
に�

�

ご
協
力
く
だ
さ
い

医
療
費
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、
こ
の
ま
ま
医
療
費
が
増
え
続

け
れ
ば
、
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

の
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
が
、

今
以
上
に
重
く
な
る
こ
と
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
医
療
費
を
抑
制
で

き
れ
ば
、
加
入
者
の
方
の
負
担
を

抑
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
医
療
費
に
関
心
を
持

ち
、
適
切
な
受
診
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

■

整
骨
院
や
接
骨
院
で
の�

�

柔
道
整
復
師
が
行
う
施
術

保
険
診
療
の
「
対
象
と
な
る
場

合
」
と
「
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
」

が
あ
り
ま
す
。
施
術
を
受
け
る
時

は
、
負
傷
原
因
を
正
確
に
伝
え
、

国
民
健
康
保
険
が
適
用
で
き
る
か

正
し
く
理
解
し
た
上
で
、
施
術
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

11
月
は『
ち
ば
国
保
月
間
』で
す
！

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
助
け
合
う
制
度
で
す
。

皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め
の
大
切
な
制
度
で
あ
る
「
国
民
健

康
保
険
」
へ
の
ご
理
解
と
、
大
切
な
財
源
で
あ
る
「
国
民
健
康
保

険
税
」
の
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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長年にわたり社会に貢献され、長寿の節目を迎え
られた計461人（米寿394人、白寿27人、満100歳以上
40人）の方たちを祝うため、田中市長と鬼島社会福
祉協議会会長らが長寿者を訪問し、祝い金を贈呈し
ました。
この日、祝い金を贈呈された市内最高齢（105歳）

の白
し ら ね

根マチさん。ご家族の方は、長寿の秘訣につい
て「自分でできることは、自分でやるという意志を
持っていること」と話してくれました。▲白根さんは果物が好きでほぼ毎日食べるそうです

長寿祝い金の贈呈

いつまでもお元気で！

市内西小学校５年生の児童たちが、４月に田植えを

行った学習田で稲刈り体験を行いました。

児童たちは、地元農家の方の指導のもと、慣れない

鎌を手に稲を刈り、おだがけにも挑戦。成長した稲に

実りの秋を感じながら、自分たちが育てた稲を竹にか

けていました。

駅前通り商店街から榎町商
店街にかけて「第12回子ども
あそびひろば」が開催されま
した。これは、茂原榎町商店
街振興組合とNPO法人ナルク
茂原「いちごの会」が共催し、
多くの団体と学生の協力で行
われています。
会場には、ベーゴマやお手

玉などの昔あそびのほか、高
齢者体験コーナーもあり、子
どもたちは、普段体験するこ
とが少なくなったあそびに夢
中になっていました。

▲丁寧に稲をかけていました

西小学校児童による稲刈り体験

第12回子どもあそびひろば

豊かに実ったお米を収穫

商店街にあそび場がいっぱい♪

▲①高齢者体験　②昔あそび（あやとり）　③路上あそび（缶釣り）

❶

❸

❷
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9/18

9/28・
29

10/2

9/23

富士見緑道保全会は、市内東郷の富士見緑道に葉牡
丹の植栽を行いました。
日頃から、保全会や地元ボランティアの方々により

緑道の草取りなどの管理が行われており、葉牡丹の苗
の植栽も毎年の恒例となっています。
一つひとつ丁寧に植栽された約3,000株の葉牡丹は、

12月～２月頃に見ごろを迎えます。▲会員同士、楽しく作業していました

富士見緑道で葉牡丹の植栽

冬の公園を彩る

市では、日常生活の中にある消費者トラブルについ
て学んでもらうため、早野中学校で、出前授業を実施
しました。
今回は、『消費者トラブルはひとごとじゃない！』

をテーマに、消費者トラブルの種類や、トラブルに
遭ってしまった時の対処方法などについて学習。中学
生にも身近な事例を使い、ロールプレイングを交えた
授業はとても盛り上がり、生徒たちは楽しく参加して
いました。▲市内中学１年生を対象に、12月まで実施されます

市内中学校で出前授業

中学生もみんな消費者

茂原八幡神社と高師八幡神社、中の島地区の神輿
が地区内を練り歩く「茂原秋まつり合同神輿渡御」
が盛大に行われました。
５基の神輿が集結した茂原駅南口ロータリーに

は、市内外から多くの見物客が見守るなか、「ソリャ、
ソリャ」と担ぎ手たちの威勢の良い掛け声が響き
渡っていました。 ▲女神輿の担ぎ手として、多くの女性も参加しています

茂原秋まつり合同神輿渡御

これぞ茂原の秋まつり！

市内本納中学校2年生の生徒3人が市役所を訪れ、
都市整備課と秘書広報課の業務を体験しました。こ
の職場体験学習は、職業に関する学習を通じて、望
ましい職業観・勤労観を理解することや市内外の企
業の協力により、学校と地域の連携を深めることな
どを目的として行われているもの。
参加した生徒たちは、初めての業務に戸惑いなが

らも、貴重な体験を通じて自分の将来を真剣に考え
ていました。 ▲秘書広報課では写真の撮り方などを体験

中学生が市役所業務を体験

なりたい職業見つけたかな？

9



Life Information くらしの情報コーナー

音
楽
放
送「
夕
焼
け
小
焼
け
」が

冬
時
間
に
変
わ
り
ま
す

毎
日
午
後
５
時
に
放
送
し
て
い

る
音
楽
放
送
「
夕
焼
け
小
焼
け
」

は
、
日
暮
れ
の
早
ま
る
11
月
か
ら

１
月
の
間
、
子
ど
も
た
ち
の
帰
宅

を
促
す
た
め
、
午
後
４
時
に
変
更

し
て
放
送
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
総
務
課
防
災
対
策
室
（
４
階
）

☎
⒇
１
５
１
９
、
Ｆ
⒇
１
６
０
２

第
10
次
茂
原
市
交
通
安
全
計
画

を
策
定
し
ま
し
た

市
で
は
、
交
通
安
全
の
た
め
の

施
策
を
総
合
的
か
つ
継
続
的
に
推

進
す
る
た
め
、
平
成
28
年
度
か
ら

32
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る

「
第
10
次
茂
原
市
交
通
安
全
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
の
内
容
は
、
生
活
課
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
お
よ
び
市
内
公
共
施
設
の

窓
口
な
ど
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
３
人
の
方
か
ら
42
件

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
活

課
、
同
課
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
、
本

納
支
所
、
市
役
所
１
階
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
に
て
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

問
生
活
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
５
、
Ｆ
⒇
１
６
０
０

水
銀
体
温
計
・
水
銀
血
圧
計
・
水

銀
温
度
計
の
回
収
に
ご
協
力
を

水
銀
は
有
害
な
物
質
で
あ
り
、

環
境
に
排
出
さ
れ
る
と
大
気
や
水

を
通
じ
て
健
康
被
害
や
環
境
汚
染

を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
水
銀
式
の
体
温
計
・
血
圧
計
・

温
度
計
を
回
収
す
る
こ
と
に
よ

り
、
水
銀
使
用
製
品
の
適
正
排
出

と
資
源
化
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

※
電
子
式
な
ど
水
銀
を
使
用
し
て

い
な
い
も
の
は
対
象
外
で
す
。

燃
え
な
い
ご
み
と
し
て
排
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
事
業
活
動
に
伴
う
も
の
は
対
象

外
で
す
。

【
回
収
窓
口
】

市
環
境
保
全
課
・
長
生
郡
市
広

域
市
町
村
圏
組
合
環
境
衛
生
課

【
出
し
方
】

購
入
時
の
ケ
ー
ス
ま
た
は
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
保
全
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
０
４
、
Ｆ
⒇
１
６
０
４

問
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

環
境
衛
生
課

☎
�
４
９
４
４

第
５
回
木
造
住
宅
耐
震
相
談
会

を
開
催

市
で
は
、
新
耐
震
基
準（
昭
和
56

年
）以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住

宅
の
耐
震
化
を
推
進
す
る
た
め
、

木
造
２
階
以
下
の
一
戸
建
て
の
住

宅
の
所
有
者
・
居
住
者
を
対
象
に
、

耐
震
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

11
月
25
日
㊎
13
時
～
17
時
（
１

組
50
分
程
度
）／
場
所
＝
市
役
所

８
階
８
０
１
会
議
室
／
申
込
方

法
＝
事
前
予
約
制
（
先
着
４
組
）。

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
／

相
談
費
用
＝
無
料
／
申
込
期
間
＝

11
月
１
日
㊋
～
18
日
㊎（
土
日
を

除
く
９
時
～
17
時
）／
そ
の
他
＝

11
月
３
日
㊗
開
催
の
茂
原
市
産
業

ま
つ
り
に
お
い
て
、
耐
震
相
談

ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す
。
お
気
軽

に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

問
建
築
課
（
８
階
）

☎
⒇
１
５
８
８
、
Ｆ
⒇
１
６
０
６

茂
原
都
市
計
画
に
関
す
る
案
の

縦
覧

土
地
区
画
整
理
事
業
の
廃
止
、

用
途
地
域
の
変
更
お
よ
び
地
区
計

画
の
決
定
に
関
し
て
、
９
月
２
日

㊎
～
15
日
㊍
に
案
の
概
要
、
原
案

の
縦
覧
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
後

の
手
続
き
と
し
て
、
次
の
と
お
り

案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
案
に
つ
い
て
、市
内
に

住
所
の
あ
る
方
お
よ
び
利
害
関
係

が
あ
る
方
は
、縦
覧
期
間
中
に
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
縦
覧
内
容
】

・
本
納
駅
東
地
区
（
土
地
区
画
整

理
事
業
の
廃
止
、
用
途
地
域
の

変
更
、
地
区
計
画
の
決
定
）

・
茂
原
に
い
は
る
工
業
団
地
地
区

（
用
途
地
域
の
変
更
、
地
区
計

画
の
決
定
）

・
木
崎
笹
塚
地
区
（
用
途
地
域
の

変
更
）

・
東
郷
御
用
地
地
区
（
用
途
地
域

の
変
更
、
地
区
計
画
の
決
定
）

・
茂
原
駅
南
口
地
区
（
用
途
地
域

の
変
更
、
地
区
計
画
の
決
定
）

【
縦
覧
場
所
】

都
市
計
画
課
（
用
途
地
域
の
変

更
、地
区
計
画
の
決
定
）、都
市
整
備

課
（
土
地
区
画
整
理
事
業
の
廃
止
）

【
縦
覧
期
間
、
意
見
書
提
出
期
間
】

11
月
11
日
㊎
～
24
日
㊍

８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
土
日
、

休
日
を
除
く
）

【
意
見
書
の
提
出
方
法
】

意
見
の
要
旨
と
住
所
、
氏
名
等

を
記
載
し
た
書
面（
意
見
書
）を
都

市
計
画
課（
用
途
地
域
の
変
更
、
地

区
計
画
の
決
定
）、
都
市
整
備
課

（
土
地
区
画
整
理
事
業
の
廃
止
）へ

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

（
〒
２
９
７
―
８
５
１
１　

茂
原
市

道
表
１
番
地
）。

※
意
見
書
様
式
は
、
都
市
計
画
課

お
よ
び
都
市
整
備
課
窓
口
ま
た

は
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

（
意
見
書
を
郵
送
す
る
場
合
は

最
終
日
の
消
印
有
効
）

問
都
市
計
画
課
（
８
階
）

☎
⒇
１
５
４
６
、
Ｆ
⒇
１
６
０
６

問
都
市
整
備
課
（
８
階
）

☎
⒇
１
５
４
８
、
Ｆ
⒇
１
６
０
６

借
金
・
ヤ
ミ
金
融
無
料
相
談
会

を
開
催
し
ま
す

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
警
察
官

な
ど
に
よ
る
相
談
会
を
開
催
し
、

多
重
債
務
・
ヤ
ミ
金
融
に
係
る
諸

問
題
の
解
決
を
支
援
し
ま
す
。

11
月
27
日
㊐
10
時
～
15
時
（
受

付
）／
場
所
＝
市
役
所
２
階
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー（
生
活
課
内
）／

申
込
方
法
＝
事
前
申
込
（
先
着

順
）／
主
催
＝
千
葉
県
お
よ
び
茂

原
市

問
生
活
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
５
、
Ｆ
⒇
１
６
０
０

問
千
葉
県
く
ら
し
安
全
推
進
課

☎
０
４
３（
２
２
３
）２
２
７
１

お
知
ら
せ
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Life Information くらしの情報コーナー

11
月
12
日
～
25
日
は
、「
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」
期
間
で
す

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
性
犯
罪
、
売
買
春
、
人
身
取

引
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
、
女

性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人

権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ

り
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
運
動
期
間
を
き
っ
か
け

に
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い

て
考
え
、
暴
力
の
な
い
社
会
づ
く

り
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

【
相
談
窓
口
】

・
千
葉
県
女
性
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
３（
２
０
６
）８
０
０
２

※
24
時
間
対
応

・
長
生
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
�
５
５
６
５

※
９
時
～
17
時（
土
日
・
休
日

除
く
）、
面
接
相
談
要
予
約

・
市
子
育
て
家
庭
相
談
室
（
２
階
）　

☎
�
５
５
０
０

※
８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
土

日
・
休
日
除
く
）

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

を
開
設
し
ま
す

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
ス
ト
ー
カ
ー
等
の
女
性
を
め
ぐ

る
各
種
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
、

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
」
期
間
中
、
全
国
一
斉
に
人

権
擁
護
委
員
が
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

11
月
14
日
㊊
～
18
日
㊎
８
時
30

分
～
19
時
、
11
月
19
日
㊏
・
20
日

㊐
10
時
～
17
時

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

問
千
葉
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

事
務
局

☎
０
４
３（
２
４
７
）３
５
５
５

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月

間
で
す

11
月
は
、「
児
童
虐
待
防
止
月

間
」で
す
。児
童
虐
待
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、一
人
ひ
と
り
の
温
か
い

ま
な
ざ
し
と
声
か
け
で
子
ど
も
た

ち
を
虐
待
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
５
か
条
】

（
厚
生
労
働
省
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
よ
り
）

①
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷

わ
ず
連
絡
（
通
告
）

②
「
し
つ
け
の
つ
も
り
・
・
・
」

は
言
い
訳

③
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い

④
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

⑤
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起

こ
り
う
る

ご
相
談
、
通
告
先

問
子
育
て
支
援
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
３
、
Ｆ
⒇
１
６
１
０

問
子
育
て
家
庭
相
談
室
（
２
階
）

☎
�
５
５
０
０

11
月
は
「
動
物
に
よ
る
危
害
防

止
対
策
強
化
月
間
」
で
す

動
物
を
飼
う
方
は
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
散
歩
は
犬
を
制
止
で

き
る
人
が
、
短
い
引
き
綱
で
行

い
ま
し
ょ
う
。

▼
犬
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
は
、
法
律
に
定
め
ら

れ
た
飼
い
主
の
義
務
で
す
。

▼
猫
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

糞
尿
や
鳴
き
声
に
よ
る
被
害
を

防
止
で
き
、
感
染
症
や
交
通
事

故
等
の
危
険
か
ら
猫
を
守
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
犬
猫
合
わ
せ
て
10
頭
以
上
飼
う

場
合
、
保
健
所
へ
の
届
け
出
が

必
要
で
す
（
91
日
齢
未
満
の
犬

猫
を
除
く
）。

▼
飼
い
犬
が
人
を
か
ん
だ
時
は
保

健
所
へ
届
け
出
し
、
か
ん
だ
犬

が
狂
犬
病
の
疑
い
が
な
い
か
ど

う
か
獣
医
師
の
検
診
を
受
け
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
動
物
は
責
任
を
も
っ
て
最
後

ま
で
面
倒
を
見
ま
し
ょ
う
。や

む
を
得
な
い
事
情
で
飼
え
な
く

な
っ
た
場
合
は
、新
し
い
飼
い
主

を
探
し
て
く
だ
さ
い
。保
健
所
・

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
飼
い

主
探
し
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

▼
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、
定

期
的
に
「
犬

の
飼
い
方
・

し
つ
け
方
教

室
」を
開
催
し

て
い
ま
す
。

問
長
生
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
保
健
所
）

☎
�
５
１
６
７

問
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
７
６
�
５
７
１
１

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
作
品
展

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、市
内

小
中
学
生
を
対
象
に
募
集
し
た

「
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標

語
」の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

11
月
18
日
㊎
～
29
日
㊋
／
会

場
＝
中
央
公
民
館

ま
た
、
11
月
16
日
㊌
ま
で
の
間
、

茂
原
駅
南
口
公
共
駐
車
場
シ
ョ
ー

ウ
イ
ン
ド
ウ
に
入
賞
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

◆
主
な
入
賞
者
（
敬
称
略
）

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

市
長
賞
＝
北
田
瑞み
ず
ほ穂
（
本
納
中

３
年
）、
議
長
賞
＝
中
村
日ひ

ま

り
真
莉

（
萩
原
小
４
年
）、
教
育
長
賞
＝
石

井
陽ひ
ま
り莉
（
鶴
枝
小
２
年
）、
選
管

委
員
長
賞
＝
宍
倉
結ゆ

う友
（
本
納
中

３
年
）、
明
推
協
会
長
賞
＝
提さ
げ
さ
か坂

小こ

ひ

な
日
向
（
茂
原
小
６
年
）

【
標
語
の
部
】

特
選
＝
安
藤
ひ
ま
り（
豊
田
小

５
年
）「
伝
え
よ
う　

自
分
の
意
志

を　

そ
の
票
で
」

問
選
挙
管
理
委
員
会
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
２
９
、
Ｆ
⒇
１
６
０
４

献
血
に
ご
協
力
を
！

11
月
７
日
㊊
10
時
～
16
時
／
会

場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
／
主
催
＝
茂

原
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
／
共

催
＝
茂
原
市
献
血
推
進
協
議
会

問
健
康
管
理
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
４
、
Ｆ
⒇
１
６
０
０

「さしのべて　あなたのその手
　いちはやく」

（平成28年度児童虐待防止推進月間の標語）
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平
成
29
年
茂
原
市
成
人
式
を
開

催
し
ま
す

市
で
は
、
新
た
に
成
人
の
仲
間

入
り
を
す
る
方
々
の
門
出
を
祝
う

成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

平
成
29
年
１
月
８
日
㊐
10
時
30

分
～
11
時
30
分
（
受
付
９
時
45
分

～
10
時
15
分
）／
場
所
＝
市
民
会

館
／
対
象
＝
平
成
８
年
４
月
２
日

～
平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ

（
市
外
に
転
出
さ
れ
た
方
も
出
席

で
き
ま
す
）

問
生
涯
学
習
課
（
９
階
）

☎
⒇
１
５
５
９
、
Ｆ
⒇
１
６
０
７

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ

ま
す
～
年
末
調
整
・
確
定
申
告

ま
で
大
切
に
保
管
を
！
～

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

お
よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
こ
の
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
28
年
１
月
１

日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
、

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
方
に
つ
い
て
は
、「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
が
11
月
上
旬
に
日
本
年
金

機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
は
必
ず
証
明
書
（
ま
た
は
領
収

証
書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
28
年
10
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年

初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
翌
年
の

２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

問
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
か
ら
は

☎
０
３（
６
６
３
０
）２
５
２
５

狩
猟
期
間
が
始
ま
り
ま
す

狩
猟
期
間
は
、
11
月
15
日
㊋
か

ら
平
成
29
年
２
月
15
日
㊌
で
す
。

狩
猟
者
は
マ
ナ
ー
を
守
り
、
安

全
な
狩
猟
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

野
外
で
活
動
す
る
場
合
は
、
目

立
つ
服
装
を
着
用
し
た
り
ラ
ジ
オ

を
携
帯
す
る
な
ど
、
事
故
防
止
の

対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
千
葉
県
自
然
保
護
課

☎
０
４
３（
２
２
３
）２
９
７
２

募
　
集

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成 

研
修
会

参
加
者
募
集

市
で
は
、
地
域
で
住
民
主
体
に

よ
る
介
護
予
防
活
動
の
担
い
手
と

し
て
活
動
し
て
い
た
だ
く
方
を
養

成
す
る
た
め
、
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。

身
近
な
仲
間
や
地
域
の
方
と
介

護
予
防
活
動
を
実
践
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

12
月
１
日
㊍
13
時
30
分
～
15

時
30
分
／
場
所
＝
市
役
所
５
階

５
０
２
会
議
室
／
対
象
者
＝
市
内

在
住
で
介
護
予
防
に
関
心
が
あ

り
、
地
域
で
の
介
護
予
防
活
動
の

担
い
手
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
け

る
方
／
定
員
＝
30
人
／
内
容
＝
脳

を
活
性
化
す
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
／

参
加
費
＝
無
料
／
申
込
方
法
＝
11

月
18
日
㊎
ま
で
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
）

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
２
階
）

☎
⒇
１
５
８
３
、
Ｆ

�
６
７
８
８

健
康
生
活
推
進
員
さ
ん
の
「
男

性
の
た
め
の
料
理
教
室
」
参
加

者
募
集

11
月
19
日
㊏
９
時
30
分
～
13
時

30
分
（
受
付
９
時
15
分
～
）／
場

所
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
／
内
容
＝
ひ

じ
き
ご
飯
、
白
菜
と
厚
揚
げ
の

煮
物
、
ミ
ル
ク
プ
リ
ン
他
／
対

象
＝
市
内
在
住
の
男
性
／
募
集
人

数
＝
20
人
（
先
着
順
）／
費
用
＝

５
０
０
円
／
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具
／
締
切
＝
11
月
14
日

㊊
／
主
催
＝
茂
原
市
健
康
生
活
推

進
員
会
・
鶴
枝
支
部

問
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
７
２
５
、
Ｆ
�
１
８
６
５

女
性
の
１
人
暮
ら
し
の
方
、

笑え
み
か
い
未
会
の
メ
ン
バ
ー
に
な
り
ま

せ
ん
か
？

普
段
は
元
気
に
過
ご
し
て
い
て

も
、
ふ
と
し
た
瞬
間
の
日
常
生
活

や
病
気
、
災
害
な
ど
一
人
暮
ら
し

に
は
不
安
が
い
っ
ぱ
い
・
・
・
。
一

人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
楽
し
く
話

し
な
が
ら
悩
み
や
不
安
、
情
報
の

共
有
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

毎
月
第
４
火
曜
日
13
時
～
15
時

／
場
所
＝
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
／

対
象
＝
60
～
80
歳
程
度
、
自
力
で

来
ら
れ
る
方
／
費
用
＝
無
料

問�

茂
原
市
ち
ゅ
う
お
う
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
�
７
５
２
５
、
Ｆ
�
７
５
２
６

宝くじの助成金で自治会の備品を整備しました
一般財団法人自治総合センターでは、宝くじの社会貢献
広報事業として、コミュニティ活動に必要な備品や集会施
設の整備等に対して助成し、地域コミュニティ活動の充
実・強化を図ることにより、地域社会の健全な発展と住民
福祉の向上に寄与するための事業を実施しています。
このたび、川代自治会（豊田地区）では、「一般コミュ
ニティ助成事業」を活用し、会議用椅子や発電機など地域
活動に使用する備品の整備を行いました。

お問い合わせは、
生活課（２階）☎（20）１５０５、Ｆ（20）１６００へ。
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呂
場
な
ど
か
ら
出
る
す
べ
て
の
排

水
を
処
理
す
る
合
併
処
理
浄
化
槽

が
あ
り
ま
す
。

単
独
処
理
浄
化
槽
や
く
み
取
り

便
槽
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
環

境
へ
の
負
荷
を
減
ら
す
た
め
、
合

併
処
理
浄
化
槽
に
切
り
替
え
ま

し
ょ
う
。

◆
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
補
助

市
で
は
、
単
独
処
理
浄
化
槽
ま

た
は
く
み
取
り
便
槽
か
ら
合
併
処

理
浄
化
槽
に
転
換
す
る
場
合
、
そ

の
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。
補
助
の
要
件
等
、
く
わ

し
く
は
設
置
工
事
の
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
補
助
金
額

・
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
の
転
換

=

39
万
円

・
く
み
取
り
便
槽
か
ら
の
転
換

=

31
万
円

と
環
境
保
全
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
０
４
、
Ｆ
⒇
１
６
０
４

■市民相談 執務時間内/場所・問合せ=生活課（2階）☎（20）1505
■結婚相談（登録制） 執務時間内/場所・問合せ=生活課（2階）☎（20）1505
■無料法律相談
　（予約制・民事）

11月10日㊍、13時～15時/場所=1階102会議室
11月22日㊋、13時～15時/場所=5階505会議室/問合せ=生活課（2階）☎（20）1505

■交通事故相談（予約制） 11月25日㊎、10時～15時/場所=5階505会議室/問合せ=生活課（2階）☎（20）1505

■人権・行政相談 11月 8日㊋、13時～16時/場所=市役所5階505会議室
11月24日㊍、13時～16時/場所=本納公民館/問合せ=生活課（2階）☎（20）1505

■消費生活相談 月～金曜日  9時30分～16時（12時～13時までを除く）/場所・問合せ=消費生活センター（生活課内）
☎（20）1101

■歯科相談・栄養相談 （要電話予約）11月7日㊊、12月5日㊊  10時～12時、13時～16時/場所・問合せ=保健センター☎（25）1725
■助産師相談 （要電話予約）11月17日㊍、25日㊎  9時30分～11時30分/場所・問合せ=保健センター☎（25）1725

■6カ月乳児相談 11月17日㊍（平成28年5月生）受付=9時30分～10時、13時30分～14時/場所・問合せ=保健センター
☎（25）1725

■1歳6カ月児健康診査 11月15日㊋（平成27年5月生）受付=13時～13時20分/場所・問合せ=保健センター☎（25）1725

■2歳児歯科健康診査 12月15日㊍（平成26年6月、7月生）受付=9時～10時10分/場所・問合せ=保健センター☎（25）1725
■3歳児健康診査 11月16日㊌（平成25年5月生）受付=13時～13時20分/場所・問合せ=保健センター☎（25）1725
■健康相談 月～金曜日  10時～12時、13時～16時/場所・問合せ=保健センター☎（25）1725
■子育て相談
   　（予約制）

11月18日㊎9時30分～15時15分、11月25日㊎10時30分～16時15分/内容=子育て、発育、発達に関すること
/対象=就学前までの親子/場所=保健センター☎(25)1725/問合せ=子育て支援課☎(20)1573

■ことばの相談
   　（予約制）

11月11日㊎、18日㊎、25日㊎9時30分～15時/内容=ことばに関すること/対象=就学前までの親子/場所=保健
センター☎(25)1725/問合せ=子育て支援課☎(20)1573

■家庭児童相談
　DV相談 執務時間内/内容=子育て、児童虐待、DVなど/場所・問合せ=子育て家庭相談室（2階）☎（23）5500

■保育相談 月～金曜日  10時～15時/場所・問合せ=各市立保育所または子育て支援課（2階）☎（20）1573
■心配ごと相談 毎週水曜日（祝日を除く）  9時～15時/場所=総合市民センター/問合せ=社会福祉協議会☎（23）1969

■無料法律相談 11月16日㊌　13時～16時(要電話予約)/場所=総合市民センター/問合せ=社会福祉協議会☎（23）1969

■ボランティア相談 執務時間内/場所=総合市民センター/問合せ=社会福祉協議会☎（23）1969

■健康相談 毎週火・水・金曜日13時～16時（行事の都合により、閉室の場合あり）/場所・問合せ=総合市民センター
☎（24）9511

■家庭教育相談 毎週月・火・水・木曜日　9時～17時（火曜日のみ9時～12時） /場所・問合せ=生涯学習課（9階）☎（20）1559
■少年相談 執務時間内/場所・問合せ=青少年指導センター☎（22）4466

■高齢者総合相談
執務時間内/場所・問合せ=茂原市地域包括支援センター☎（20）1583、茂原市みなみ地域包括支援センター
☎（20）2626、茂原市ほんのう地域包括支援センター☎（36）2123、茂原市ちゅうおう地域包括支援センター
☎（26）7525

■無料法律相談 千葉県では無料法律相談を実施しています。/問合せ=県総合企画部報道広報課広聴室☎043（223）2249
■県民相談 執務時間内/場所・問合せ=長生地域振興事務所地域振興課☎（25）7830
■教育相談 執務時間内/場所・問合せ=東上総教育事務所相談室☎（23）4460

■長生健康福祉
　センター

不妊相談、こころの健康相談、精神障害者社会復帰事業（デイケアクラブ）、エイズ相談、HIV等抗体検査、
性感染症検査、肝炎ウィルス検査、骨髄バンクドナー登録受付、腸内細菌検査（検便）、家庭児童相談、母子
父子自立支援などを行っています。/場所・問合せ=長生健康福祉センター（長生保健所）☎（22）5167
※太字は予約制
DV相談（来所相談は予約制）専用電話☎（22）5565
障害のある人への差別に関する相談　専用電話☎（26）1510

相 談 日

介護保険の保険証を交付
　満65歳になる方（昭和26年11月２日～昭和26年12月1日生）は、
第1号被保険者の資格取得となります。11月15日頃までに保険証（被
保険者証）を郵送します。
　お問い合わせは、高齢者支援課（2階）　☎（20）1572、FFＦ（20）1610へ。

満75歳の誕生日から後期高齢者医療の対象に
　満75歳になる方（昭和16年12月２日～昭和17年１月１日生）は、現在
加入の健康保険を脱退し、誕生日当日から後期高齢者医療制度に加入す
ることとなります。今月末までに保険証（被保険者証）を郵送します。
　お問い合わせは、国保年金課（2階）　☎（20）1503、FＦ（20）1600へ。

今月の納期
11月は市税等収納対策強化月間です。
忘れずに納付しましょう！

●国民健康保険税（第５期）
■納期限は、11月30日㊌
※コンビニエンスストアでも納付できます。 
※納税には便利な口座振替をご利用ください。

 お問い合わせは、収税課（2階）
  ☎（20）1578、 FＦ（20）1609へ。
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名　称 曜　日 時　間 内　容 場　所 連　絡　先

会
員
募
集

❶ 卓友クラブ 毎週日曜日 9時～12時 卓球の基本を習う/対象=小学生以上/費用=月500円 鶴枝公民館 ☎090-2311-8318
長谷川

❷ つるえコーラス 第1・3水曜日 10時～12時 石川啄木短歌集・谷川俊太郎「アダムとイヴ」/対象=一般女性
（見学歓迎）/費用=月2,500円/講師=新村道子氏 鶴枝公民館 ☎090-2162-1119

矢部

❸ 和裁 第2・3・4土曜日 13時～16時 袷・単衣・長着・コート・帯等和服全般の製縫を学ぶ/対象=一
般（初心者歓迎）/費用=月3,000円 本納公民館 ☎34-5661　菅原

❹ 太極拳同好会 毎週月曜日 14時～16時 99式太極拳・気功/対象=一般/費用=月500円 本納公民館 ☎34-3452　米倉
❺ ヨガ教室 毎週木曜日 13時30分～16時 対象 = 一般女性 / 費用 = 月2,000円 本納公民館 ☎34-2096　鶴岡

❻ 桃太郎ダンスサークル 毎週金曜日 13時30分～
15時30分

社交ダンス、認知症予防に最適なダンス、プロ指導で正しく習得/
対象=一般（ご夫婦歓迎）/費用=月3,500円 本納公民館 ☎090-6179-1689

響

❼ 茂原初心者用卓球サークル 隔週木か土曜日
順番

①11時～13時
②19時～21時

卓球を子どもからご年配の方までわいわい楽しみたい方向けのサー
クル/対象=一般/費用=1回220円 市民体育館 ☎080-5898-0495

松鵜

❽ つばさの会 第1・3水曜日 13時30分～
16時30分

絵の教室。芸術的なぬり絵で脳をリフレッシュさせましょう/対
象=一般/費用=月2回2,000円 東部台文化会館 ☎080-5433-2943

恵夢愛（えむあい）

❾ 茂原吟友会 第2・4金曜日 14時～16時 詩吟（漢詩、俳句、和歌、現代詩）をやってみませんか/対象=
一般（初心者歓迎）/費用=月2,000円 総合市民センター ☎22-2199　江澤

� 茂原ニューフレンド 第1・2・3火曜日 13時30分～
15時30分

社交ダンスの基本的な踊り方、パーティを楽しめるよう懇切丁寧
に3人の講師が指導/対象=一般（男性歓迎）/費用=月1,500円 総合市民センター ☎23-5741　安川

� 中国語発音教室　初級 毎週日曜日 10時～11時 中国語発音の学習/対象=高校生以上/定員=10人/費用=無料 総合市民センター ☎34-3263　久保

� 太極拳クラブ青葉会 第2木曜日・
第4水曜日 13時～15時 ストレスの軽減、気の巡りを良くし、気を高め体力の向上と健康

になる/対象=一般/費用=月1,500円 総合市民センター ☎25-0858　高橋

イ
ベ
ン
ト

❶ 骨董がらくた市とフリーマー
ケット

11月5日㊏、
19日㊏ 8時～13時 大駐車場にて開催 藻原寺前 ☎090-4950-6193　　

小曽根

❷ ボランティア菜の花会 11月5日㊏ 13時30分～
15時30分

かわいいエコタワシ作り/対象=一般/費用=無料/持ち物=ア
クリル毛糸（並太程度）、かぎ針5号程度 総合市民センター ☎23-8958　二見

❸ 秋を遊ぼう　落ち葉と遊ぼう
ネイチャーゲーム 11月6日㊐ 9時～12時 ネイチャーゲームで自然と遊ぶ/対象=一般/費用=300円（4歳

未満と75歳以上200円）/持ち物=要問合せ リソル生命の森 ☎090-5517-6021　
澤田

❹ 第2回秋桜祭 11月12日㊏ 9時40分～14時 工夫を凝らした催しの秋桜祭/入場=無料
※職業コースのパン販売は整理券あり 大網白里特別支援学校 ☎0475-70-5000  

大網白里特別支援学校　

❺ 茂原樟陽高等学校文化祭
「第11回樟陽祭」 11月12日㊏ 9時30分～14時 農産物・苗木・パン・ジャム等の販売、学科展示、生徒の作品等

展示、模擬店ほか/対象=一般/入場=無料 茂原樟陽高等学校 ☎22-3315　
茂原樟陽高等学校　蓮池

❻ 第2回「福祉のしごと就職
フェア・inちば」 11月12日㊏ 13時～16時 福祉施設等の担当者との面談、福祉専門職員による相談コーナー

/対象=福祉施設等に就職を希望する方/費用=無料 幕張メッセ国際会議場 ☎043-222-1294　
千葉県福祉人材センター

❼ 木版画年賀状版画講習会 11月12日㊏、
19日㊏ 13時～16時 木版画による年賀状作成/対象=一般/費用=300円（材料費） 総合市民センター ☎25-4586　内山

❽ 九十九祭 11月13日㊐ 10時～14時
（雨天決行）

「子どもと遊び」をテーマのゲーム・工作遊び等、おしるこ・コー
ヒー無料配布等/対象=一般/入場=無料

槇の木学園
（睦沢町上市場693）

☎0475-44-1212
槇の木学園

❾ 外房地区の肝臓病市民公開講座 11月13日㊐ 13時～16時
「今こそ知ろう治そう肝臓病」藤島クリニック院長、「最新のウイ
ルス性肝炎治療」千葉大学教授今関文夫先生／対象＝一般市民／
費用＝無料

市民会館 ☎090-2565-6125 
千葉肝臓友の会　村田

� 暴力団に関する相談 11月16日㊌ 10時～16時 相談員による指導・助言、警察への通報、弁護士の紹介、訴訟費
用の無利子貸付等 長生地域振興事務所 ☎043-254-8930

千葉県暴力団追放県民会議

� 第21回千葉県循環器病セン
ター市民公開講座 11月19日㊏ 9時30分～11時

（受付9時～）

「大動脈瘤の血管内治療について」ほか/講師=心臓血管外科部長　
浅野宗一氏ほか/対象=一般/定員=200人（先着）/参加費=無
料/申込方法=要問合せ/定員未満の場合、当日の参加も可

東部台文化会館
☎0436-88-3111
千葉県循環器病センター　
市民公開講座担当

� 第20回さとの文化祭
11月19日㊏～
27日㊐（21日
㊊休館）

9時～16時30分 芸術の秋、夷隅郡市小学生の絵画工作や一般の方の創作作品
の展示 / 入場 = 無料

千葉県いすみ環境と文
化のさとセンター

☎0470-86-5251　
千葉県いすみ環境と
文化のさとセンター

� 千葉県生涯大学校
外房学園祭

①11月19日㊏
②11月20日㊐

①10時～16時
②10時～15時

園芸品、陶芸品、書道等の展示。スポーツ吹き矢、グランドゴル
フ、詩舞、銭太鼓など。/対象=一般/入場=無料

外房学園茂原校舎（本
小轡319-1）

☎25-8228
外房学園茂原校舎

� 僕らはみんな生き活きフェア 11月19日㊏ 
～20日㊐ 10時～20時 長生・夷隅郡市の福祉施設による販売会、加工食品・パン・木

工・手芸品・花苗など
茂原ショッピング 
プラザ・アスモ

☎0475-42-3869　
青松学園

� 障害年金・無料相談会 開催日=11月22日㊋、1月24日㊋、2月28日㊋、3月28日㊋/相談時間=13時～16時30分/相談員=
社会保険労務士/申込方法=電話予約 茂原商工会議所 ☎070-1541-7661

みんなでサポートちば

� 第4回伊藤医院公開講座
「白内障についてよく知ろう」 11月22日㊋ 14時～15時 白内障は誰でもなるの?治療は?手術をするとどう変わるの？ /

対象=一般/定員＝30人/費用=無料（電話申込） 伊藤医院 ☎47-2829　伊藤医院

� 看護職合同就職説明会および
看護技術講習会 11月24日㊍ 9時30分～15時

（入退場自由）
求人施設による施設紹介および就業相談、採血・注射法等看護技
術の体験等/対象=保健師・助産師・看護師・准看護師 市役所市民室 ☎043-247-6371

千葉県看護協会

� 介護教室 11月26日㊏ 13時30分～15時 高齢者の体位変換、床ずれを予防する体位変換を体験してみませ
んか?/対象=一般/費用=無料/申込＝9時～17時 茂原中央病院 ☎24-1191

茂原中央病院　池本

� バスハイキング・養老渓谷と
イルミネーション 11月26日㊏ 8時40分集合

18時40分解散

市原市養老渓谷（市民の森イルミネーション見学）/ 対象 = 一
般 / 費用 = 大人3,000円（保険料込）/ 持ち物 = 要問合せ / 締
切 =11月20日㊐※申込は留守電または FAX（24-0269）

中央公民館集合
☎24-0269　
茂原市レクリエーション
協会　早野

� 映画上映会
「夏美のホタル」 11月26日㊏

①10時～
②12時20分～
③14時40分～

大多喜町をメインロケ地としたご当地映画/主演＝有村架純/費
用=高校生以上1,100円、60歳以上1,000円、3歳以上中学生以
下800円

東部台文化会館 ☎043-225-6355
京成ローザ⑩

� ～介護教室～
知って安心高齢者の特性 11月26日㊏ 13時30分～

15時30分
「福祉用具の利用」と「認知症」について/対象=一般/定員=20
人/費用=無料 第二長生共楽園ひめはる ☎22-1888

長生共楽園

� 第4回子ども自然教室 11月27日㊐ 10時～15時頃
自然の中を散策したり、里山遊びや焼き芋、花炭など/対象=4
歳～（小学2年生までは保護者同伴）/費用=小学6年生まで500
円、大人100円/持ち物=要問合せ

笠森キャンプ場
☎090-3500-6729
茂原自然大好きクラブ
浅田

� 第31回もばら音楽祭 11月27日㊐ 14時開演
（開場13時30分）

まりとけんのラブソング/出演=緑川まり（ソプラノ）、村澤健一
（バリトン）/入場=2,500円（全席自由） 東部台文化会館 ☎22-3809　岩田

� 犯罪被害者週間
「千葉県民のつどい」 11月27日㊐ 13時～16時 犯罪被害者の実情や被害者支援の必要性について考える講演・意

見発表・音楽会/費用=無料/要事前申込

千葉市生涯学習セン
ター（千葉市中央区弁天
3-7-7）

☎043-223-2333
千葉県くらし安全推進課

� 介護就職フェアin茂原 11月28日㊊ 14時～16時 介護、福祉分野への就業を希望される方（平成29年3月卒業予定
者含む）を対象とした、採用者との面接および相談会 市役所市民室 ☎25-8609

ハローワーク茂原

� 子どもも親も幸せになる!
テキトー母さんのすすめ! 11月29日㊋ 10時～12時30分

（受付9時30分～）

講師=立石美津子氏（作家・エンピツらんど創業者）/対象=未
就園児～小学生までの保護者・一般市民/入場=無料/申込方法
=要問合せ

総合市民センター
☎44-5701　放課後等
デイサービス・児童発達
支援「わくわくセブン」

� 茂原市連合婦人会バザー 12月4日㊐ 10時～ 家庭用品、食器、雑貨、衣類等の販売 中央公民館 ☎20-1559生涯学習課

� 和凧を作って、大空高く
揚げよう! 12月17日㊏ 9時～12時30分 和凧作り、凧揚げ大会/対象=幼児～小学生（小学3年生以下は保

護者同伴）/費用=800円/定員=先着30人/持ち物=要問合せ 萩原小学校
☎24-0868　
茂原市レクリエーション
協会　山口

� 第16回笑大寄席 12月18日㊐　 13時30分～
（開場13時）

寄席（落語・コント）の開催/出演=山遊亭金太郎師匠ほか/木
戸銭=1,500円（前売り）、1,800円（当日） 総合市民センター ☎090-2460-2029

笑大　一笑の会　高地

会員募集・イベントコーナーの原稿についてのお願い
●会員募集・イベントとも内容を簡潔にご記入ください。　●連絡先は、日中連絡のとれる電話番号をご記載ください。
●会員募集は、公平性の観点から1団体年間2回以内の掲載とします。　●会員募集は、市内の公共施設等で活動している団体のみの掲載とします。
●イベントコーナーは広く市民に参加を呼びかけるものです。主催者の会員が主に参加者となるイベントは掲載をご遠慮ください。
★会員募集・イベントの転載については、主催者等に確認をお願いします。

●
内
容
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
直
接
各
代
表
者
へ
。

●
掲
載
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

秘
書
広
報
課
（
3
階
） 

☎
⒇
１
５
１
２
、  

Ｆ
⒇
１
６
０
１
へ
。

●
1
月
1
日
号
掲
載
の
原
稿
の
締
め
切
り
は
11
月
25
日
㊎
で
す
。
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時
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礼
子

「
次
の
火
曜
日
に
母
の
好
物
の
握
り
寿
司
を

持
っ
て
行
く
予
定
で
す
」

ホ
ー
ム
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

メ
ー
ル
を
送
っ
た

「
そ
の
日
の
昼
食
は
抜
い
て
お
き
ま
す
」

直
ぐ
に
返
信
が
届
い
た

当
日
私
は
自
転
車
の
前
籠
の
中
に

買
っ
た
ば
か
り
の
握
り
寿
司
二
折
を

そ
っ
と
入
れ
た

約
束
の
時
間
に
は
間
に
合
い
そ
う
だ

ペ
ダ
ル
を
踏
ん
で
ホ
ー
ム
に
向
か
っ
た

心
は
弾
ん
で
い
た

自
室
で
テ
レ
ビ
を
観
て
い
た
母
の
顔
が

ぱ
あ
っ
と
明
る
く
な
っ
た

二
人
並
ん
で
食
べ
た
お
寿
司
の
味
は

格
別
に
美
味
し
く
感
じ

母
と
心
が
通
じ
た
こ
と
に

大
き
な
喜
び
を
得
た�

◎選評　斎藤正敏
　お母さんと一緒に食べた握り寿司。さぞかしおいしかったことでしょう。人は誰もがこのように
ひと時の幸せを求めて生きているのです。

●偶数月は「俳句・短歌・川柳」を、奇数月は「詩」を掲載しています。
●投稿は楷書でお願いします。 作品・氏名にふりがなをふってください。
※俳句、短歌、川柳の原稿送付先
　〒297-8511  茂原市道表1番地  茂原市役所秘書広報課宛「文芸コーナー」と朱書きしてください。

文
芸
コ
ー
ナ
ー

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に

よ
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
が

よ
り
身
近
に
な
り
、
便
利
な
反
面
、

ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

「
お
金
を
振
り
込
ん
だ
の
に
商

品
が
届
か
な
い
」「
問
い
合
わ
せ
て

も
返
答
が
な
い
」「
粗
悪
品
が
届
い

た
」
な
ど
の
相
談
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

《
事
例
１
》

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
い
つ
も
使

用
し
て
い
る
日
用
品
を
検
索
。
価

格
が
安
く
、
送
料
無
料
の
サ
イ
ト

を
選
び
注
文
し
た
。
返
信
メ
ー
ル

が
届
き
、
振
込
確
認
後
発
送
と

あ
っ
た
。
口
座
名
義
人
が
事
業
者

名
と
異
な
る
外
国
人
ら
し
き
名
前

に
疑
問
を
感
じ
た
が
、
金
額
が
少

額
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
入
金
し

た
。
１
カ
月
経
つ
が
商
品
が
送
ら

れ
て
来
な
い
。

《
事
例
２
》

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
人
気
ブ
ラ

ン
ド
バ
ッ
グ
の
最
新
モ
デ
ル
が
格

安
販
売
し
て
い
た
の
で
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
で
注
文
し

た
。
外
国
か
ら
商
品
が
届
い
た
が

粗
悪
品
だ
っ
た
。
サ
イ
ト
を
確
認

す
る
と
事
業
者
の
住
所
、
電
話
番

号
の
記
載
は
な
く
、
連
絡
手
段
は

メ
ー
ル
だ
け
だ
っ
た
。
メ
ー
ル
を

送
信
し
て
も
全
く
返
信
が
な
い
。

◎
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
よ
り

通
信
販
売
で
は
、
特
定
商
取
引

法
に
よ
り
事
業
者
の
氏
名
（
名

称
）、
住
所
、
電
話
番
号
な
ど
の

記
載
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め

に
は
「
商
品
が
具
体
的
に
い
つ
引

き
渡
さ
れ
る
の
か
」「
返
品
の
可
否

や
そ
の
条
件
」
を
必
ず
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
併
せ
て
利
用
規
約
な

ど
で
返
品
や
返
金
が
発
生
し
た
場

合
の
対
応
や
事
業
者
の
運
営
実
績

な
ど
に
つ
い
て
も
、
き
ち
ん
と
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
特
に
連

絡
先
が
メ
ー
ル
の
み
の
場
合
は
、

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
て
も
連
絡
が
取

れ
な
い
恐
れ
が
あ
り
注
意
が
必
要

で
す
。

注
意
す
べ
き
事
業
者
に
よ
く
見

ら
れ
る
傾
向
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

・
振
込
口
座
名
義
人
と
事
業
者
名

が
異
な
る

・
口
座
名
義
人
が
個
人
名
（
外
国

人
名
が
多
い
）

・
価
格
は
格
安
で
あ
る
も
の
の
、

不
安
を
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
安

さ
で
は
な
い

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
対
応
と
表
示

し
て
い
る
の
に
、
銀
行
振
込
し

か
利
用
で
き
な
い

お
金
を
支
払
っ
て
し
ま
う
と
、

取
り
戻
す
こ
と
は
困
難
で
す
。
ト

ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
に
は
品
ぞ
ろ
え
や

価
格
で
判
断
せ
ず
安
心
し
て
購
入

で
き
る
事
業
者
か
、
し
っ
か
り
と

確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
２
階
）

☎
⒇
１
１
０
１
、
Ｆ
⒇
１
６
０
０
へ
。

No.174

消
費
者
相
談
の
事
例
か
ら

消
費
者
相
談
の
事
例
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
ト
ラ
ブ
ル

        
〜 
こ
ん
な
サ
イ
ト
に
は
ご
注
意
を
！
〜

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
ト
ラ
ブ
ル

        
〜 
こ
ん
な
サ
イ
ト
に
は
ご
注
意
を
！
〜

15
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　そろいの赤いスカートに軽やかなステップで
踊るのは、今年、活動30周年を迎え、10月に記
念パーティーを開催したフォークダンスサーク
ル「さざなみ」の皆さんです。
　「さざなみ」が発足したのは、昭和61年。当
時、市民体育館主催の「体操教室」が終了し、
リズム体操やフォークダンスなどを習っていた
生徒たちから、「ダンスをもっと続けたい」と
いう声が上がりました。そこで、指導者の渡邉
幸子先生を中心に、自主グループとして「さざ
なみ」が発足。現在、50～80歳代と幅広い年代
の15人が、市民体育館で週１回の練習に励み、
茂原市の文化祭などで披露しています。
　フォークダンスには手や足の動き、体の向き
など様々な要素がありますが、練習を重ねるこ
とで年齢を問わず楽しめます。また、手と手を

取り合い、一体感を感じられるのも魅力です。
「ステップを覚えることで頭を使い、認知症予
防にもなるし、足腰も丈夫になりました」、「週
１回集まることで、みんなとおしゃべりできる
のも楽しい」と、皆さん笑顔で話します。
　活動を長く続けられるコツを伺うと、「さざ
波のように穏やかに続けていくことかしら」
と、最年長のメンバー。また、今後について渡
邉先生は、「もっとメンバーを増やし、35周年
に向けて元気
に活動してい
きたい」と、
にこやかに話
してくれまし
た。

いきいき
仲 間 たち

フォークダンスサークル「さざなみ」

35周年へ
元気にステップ！

防災・防犯に関する情報を携帯電話にメールで配信

もばら安全安心メールを
　　　　　　ご利用ください

◆パソコンやスマートフォンからは、
　「茂原市公式ウェブサイト」→「もばら安全安心メール」
◆スマートフォン以外の携帯電話からは、
　右の二次元コード

登 録

※高齢者等を対象に、防災情報を自宅の電話・ファックスに配信するサービスも行っています。
　お問い合わせは、総務課☎（20）１５１９、Ｆ（20）１６０２

フリーアクセス　　しみんは　　１ １ ９

●携帯電話、
　P H Sからは

災害情報確認

【利用例】
●NHK総合テレビのデータ放送⇨
　「dボタン」⇨「地域の防災・災害情報」
　⇨「避難情報」で確認。

●Yahoo!Japan⇨「天気」⇨「避難情報」
　⇨「都道府県を選択」⇨「千葉県」で確認。

《内科系》 《外科系》

11月3日㊍ 鈴 木 医 院
☎22ー2630

宍 倉 病 院
☎24ー2171

11月6日㊐ 宮 山 医 院
☎22ー4873

三 枝 医 院
☎25ー2203

11月13日㊐ 吉 田 医 院
☎34ー3045

君 塚 病 院
☎25ー1811

※都合により、変更する場合があります。救急患者の方が優先となります。

中央消防署指揮情報係☎ Ｆ へお問い合わせください。

こども急病電話相談　　実施：千葉県
お子さんの急な病気で心配なとき、看護師・小児科医が電話でアドバイスします。

（プッシュ回線・携帯電話）

●防災行政無線が
　再確認できます ０１２０（４３８）１１９

☎０４７５（２２）７２９０

19時〜翌6時

▲30周年記念パーティーの様子


